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これまでの大切な５０年 そして 次の５０年に向けて
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⬆マンズ・レインカット栽培法
小諸ワイナリー　
開業時のロゴ➡

注目される小諸ワイン小諸の風土で高品質なワインをつくること、それはワイ
ンによる豊かな暮らしの文化を育み、ワイン産業の発展
は観光や飲食をはじめとする多方面の分野で地域経済を活性化します。その機運の高まりから、個

人経営等の小規模ワイナリーが急増し、人気の欧州系品種が栽培さ
れ、今では多種多様な小諸ワインが誕生しています。小諸の土壌か
らつくられるワインは、その品質評価が高まりつつあり、近年はワ
イン関連イベントへの参加や観光先として訪れるなど、ワインとふ
れあう機会が増え、地域内消費を促進し、ワイン産業を通じた持続
可能な地域社会づくりを担っています。また、小諸ワインをプロモー
ションする「KOMORO WINE DAYS」では県外からの参加者も多
く、新たな観光資源として、注目を集めています。

2001 年に誕生し、数々の国賓
のおもてなしに選ばれる等、日本を代表するプレミアムワインのマンズワ
イン「SOLARIS」。その最高品質のワインをつくるため、弛まぬ努力と研
鑽を積み重ね、数多くのワインコンクールで受賞を重ねる等、国内外で高
く評価されています。日本を代表するコンクール「日本ワインコンクール
2022」では、6 品金賞を受賞、うち 2 品は部門最高賞も受賞しました。
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ワインと農に魅せられ、
自然に囲まれた小諸の
地で、ブドウづくりワ
インづくりへ情熱を注
ぐ生産者たちがいます。
その想いを、自身もワ
インづくりに取り組む
小諸市農ライフアンバ
サダーの武藤千春が、
お届けします。
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社長 池田岳雄さん
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〒 384-0809 滋野甲 4063-10
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